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伊勢市の情報をお届けします

広報
市民交流課（☎２１-５５１３　 ２１-５６４２）

　国の男女共同参画推進本部では、毎年６月 23 日～ 29 日の
１週間を「男女共同参画週間」として、男女が対等に、職場で、
学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる

「男女共同参画社会」を目指しています。

　これは、「 旧来の労働慣行や意識を変え、女性も男性も多様な暮
らしや働き方が可能な社会を作るため」のキャッチフレーズです。
　また、市では、毎年８月 17 日を「パートナーの日」と定め、
性別にこだわらず、お互いを認め合い、支え合い、共に生きるた
めに思いやりの心を持って考え、行動することをすすめています。

６月 23 日㈭～29 日㈬は

男女共同参画週間

平成 28 年度男女共同参画週間キャッチフレーズ

意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク。

伊勢市男女共同参画都市宣言 10周年記念イベントを開催 !!
　平成 18 年７月 11日に新伊勢市として「男女共同参画都市宣言」を行い、その後10 年が経過
しました。そこで、この 10 年を振り返り、あらためて男女共同参画を考え、今後の取り組み
に生かすため、実行委員会を設置して記念イベントを実施します。皆さん、ぜひご参加ください。

と　き  ７月 31日㈰、10:00 ～ 15:00　 ところ  いせトピア

※分科会と講演会の申し込みは、電話・ファクス・Ｅメールで同課（ kouryu@city.ise.mie.jp）へ。
※託児ができます。（要予約）

時　　間 場　　所 イベント内容

午前の部 
10:00～12:00

多目的ホール 開会式
管理研修棟２・３階 分科会（テーマ：防災、仕事、子育て、介護など）※詳しくは問い合わせてください。

多目的ホール 各分科会の報告会

午後の部 
12:45～15:00 多目的ホール

男女共同参画に関するミニ講座（講師：石阪 督規さん〔東京未来大学 教授〕） 
男女共同参画推進事業者などの表彰式
講演会（講師：菊池 桃子さん〔女優、戸板女子短期大学 客員教授〕）演題「女性のキャリア・ラダー」
閉会式

10:00～14:00
ふれあい広場

※参加団体募集中！

地域で活躍する女性たちによる発表（展示・物販・体験など）
※物販の収益金は熊本地震の義援金にします。 
男女共同参画に係るパネル展示

れいんぼうルーム れいんぼうカフェ

ボランティアスタッフを募集
　男女共同参画の推進に関心があ
り、広報記事の編集に参加してい
ただける人を募集しています。

講師：菊池 桃子さん

予算額　100 万円



昨年のパネル展など

と
き　
７
月
７
日
㈭
、
13
時
30

分
～
15
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　
山
﨑
学
さ
ん
（
山
崎
外

科
内
科
院
長
）

定
員　
60
人（
先
着
順
）

と
き　
７
月
11
日
㈪
、
13
時
30

分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

パ
ネ
ル
展
「『
増
え
て

い
る
大
腸
が
ん
』
ほ
か
」、
大

腸
が
ん
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
（
全
問

正
解
者
に
粗
品
進
呈
）、
大
腸

ト
ン
ネ
ル
探
検
隊

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

と
き　
７
月
８
日
㈮
、
13
時
30

分
～
15
時
30
分　
　
　
　
　
　

と
こ
ろ　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　
辻
村
多
喜
代
さ
ん
（
ヘ

ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

定
員　
50
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
５
０
０
㎖
容
量

の
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
本
、

運
動
の
で
き
る

服
装
・
靴

　
ロ
コ
モ
と
は
、
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
略
称
で
、

骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど
の
体
を

支
え
た
り
動
か
し
た
り
す
る
運

動
器
の
機
能
が
低
下
し
て
、日

常
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
危
険

性
が
高
い
状
態
の
こ
と
で
す
。

と
き　
７
月
13
日
㈬
、
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
パ
ネ
ル
展
「
ロ
コ
モ
テ

ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
そ
の
予

防
」、
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
と
手

軽
に
で
き
る
運
動
を
紹
介
し
ま

す
。
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

健
康
課
（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）　
　
　
　
　

［
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
］

 

（
☎
27

－

２
４
３
５　

21

－

０
６
８
３
） 

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

健
康
文
化
週
間
の
健
康
づ
く
り
事
業

　

７
月
７
日
㈭
～
13
日
㈬
の
健
康
文
化
週
間
の
期
間
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

健康文化都市
シンボルマーク

７
月
11
日
を
含
む
１
週
間
は
“
健
康
文
化
週
間
”

　
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
子

育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
！
子
ど
も
と
遊
び
な
が
ら
運

動
す
る
方
法
を
体
験
し
ま
し
ょ

う
。

と
き　
７
月
10
日
㈰
、
10
時
～

11
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
１
歳
児
を
子
育
て
中
の

父
親
・
母
親
と
子
ど
も

講
師　

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
さ
ん

（
健
康
運
動
指
導
士
）

定
員　
20
組（
先
着
順
）

持
ち
物　
飲
み

物
、フ
ェ
ー
ス
タ

オ
ル
、運
動
の
で

き
る
服
装
・
靴

※�

各
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
は
、
６
月
15
日
㈬・
８
時
30
分
か
ら
健
康
課
へ
。

3 2広報いせ 平成28年6月15日号 広報いせ 平成28年6月15日号

講
演
会「
運
動
を
し
て

　
血
管
を
若
々
し
く

　
　
　
保
ち
ま
し
ょ
う
！
」

～
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
～

パ
ネ
ル
展「
も
っ
と

知
り
た
い
！
大
腸
が
ん
」

健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
が

伝
授
し
ま
す
！

健
康
体
操

子
ど
も
と
遊
び
な
が
ら

運
動
を
し
よ
う
!!

お
話
と
運
動
体
験

知
ろ
う
☆
ロ
コ
モ
予
防
！

ロ
コ
モ
予
防
で
い
つ
ま
で
も

活
動
的
な
毎
日
を
!!

健
康
講
座

が
ん
予
防
イ
ベ
ン
ト

運
動
体
験
講
習



健康テラスの様子

レシピの紹介

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

の
ロ
ビ
ー
に
健
康
テ
ラ
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
、
パ
ネ

ル
展
示
や
各
種
健
康
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

　
身
長
体
重
計
・
血
圧
計
・
体

脂
肪
計
・
脳
年
齢
計
は
常
設
し

て
い
ま
す
が
、
健
康
文
化
週
間

と　　き 追加測定機器

７月７日㈭～ 13 日㈬
（土・日曜日を除く）

10 時～ 16 時

内臓脂肪計
血管年齢計
骨密度測定（手首）

追加測定機器による健康チェック

職　種  

看護師

採用予定日
①平成29年４月１日
②平成28年度中（協議の上決定）

採用予定人員  
①15人程度、②若干人

受験資格  
次の要件を全て満たす人
①・昭和42年４月２日以降生まれで、
　　看護師免許を有する人。または平成
　　29年３月に免許取得見込みの人
　・宿日直勤務ができる人
②・昭和41年４月２日以降生まれで、
　　看護師免許を有する人
　・宿日直勤務ができる人
※①②とも、地方公務員法の欠格条項

に該当しないことと、日本国籍を有し
ない人は、永住権または特別永住者
の在留資格を有すること。

申し込み  
６月29日㈬（必着）までに、申込書・
必要書類を、受験者本人が直接また
は郵送で同課（〒516－0014  楠部町
3038）へ

試験日
７月９日㈯
※詳しくは、募集要項をご覧ください。
※募集要項・受験申込書は、同課にあ

ります。また、伊勢総合病院ホーム
ページ（ http://hospital .city.
ise.mie.jp/）に掲載しています。

と
き　
①
７
月
９
日
㈯
・
10
時

～
16
時
、
②
７
月
12
日
㈫
・
13

時
～
16
時

と
こ
ろ　
①
ミ
タ
ス
伊
勢
・
特

設
会
場
、②
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
パ
ネ
ル
展
「
手
軽
に
た

っ
ぷ
り
！
野
菜
を
食
べ
る
工
夫
・

旬
の
野
菜
レ
シ
ピ
」、
旬
の
野

菜
た
っ
ぷ
り
レ
シ
ピ
集
の
進
呈

（
来
場
者
全
員
）、
旬
の
野
菜

メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
（
②
の
み
、

先
着
１
０
０
食
）、
野
菜
の
重

量
当
て
ク
イ
ズ
（
参
加
者
に
粗

品
進
呈〔
予
定
〕）な
ど

※ 

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

の
期
間
中
は
、
測
定
機
器
を
追

加
し
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
健
康
テ
ラ
ス
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

伊勢総合病院の
職員を募集
伊勢総合病院経営企画課

（☎ 63ー9053　 27ー5777）

3 2広報いせ 平成28年6月15日号 広報いせ 平成28年6月15日号

栄
養
士
に
よ
る

「
旬
の
野
菜
た
っ
ぷ
り

 

レ
シ
ピ
集
」刊
行
企
画
!!

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
よ
う

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

食
の
イ
ベ
ン
ト

健
康
テ
ラ
ス
の
催
し



つり橋を渡ります

展望台
標高約30m

伊勢が一望できます

緩やかに10mほど上っていきます

砂利道、土の道です

広い歩道があります

階段
5mほど上ります

あけの保育園

明野小学校

明野南部公園

グラウンド

大仏山公園

1周589m
砂利道

急な上り階段

急な下り階段

カモがいます

清源池

小俣総合体育館

★1㎞

★2.5㎞

★2㎞

3㎞★

明野・深緑と清源池コース

他のコースは、市のホームページに掲載しています。 伊勢のまちを楽しくウォーキング 検 索

緩やかな上り下り、さまざまな地面（砂
利、土、階段など）、広い歩道のルート。

ウォーキングルート情報

このコースのエネルギー消費量

体重 1kg 当たり

運動レベル

特　徴

距　離

時　間

歩　数

平均心拍数

楽である

スタート＆ゴール

約 3.7km
約 45分
約 5,500歩
約 100拍 /分
（最大心拍数の約 50％）

例えば、体重 60kg の人の場合

4.4kcal×60kg ＝ 264kcal

4.4kcal

おにぎり約 1.5 個を
消費したことになります！

※おにぎり1個（100g・具なし）＝168kcalで換算

ウォーキングマップ
No.39

健康課（☎２７-２４３５　 ２１-０６８３）市内のウォーキングコースを紹介�

　ウォーキングは、「いつでも」「誰でも」
「どこでも」気軽にできる健康法です。
　市内の名所や公園などを楽しみながら
歩いてみてはいかがですか。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

主
な
健
康
効
果

●
肥
満
防
止

　

多
く
の
酸
素
を
体
内
に
取
り

入
れ
、
効
率
良
く
体
脂
肪
を
燃

焼
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

肥
満
防
止
だ
け
で
な
く
減
量
に

も
効
果
的
で
す
。

●
生
活
習
慣
病
予
防

　

血
中
脂
質
、
血
糖
値
な
ど
が

改
善
さ
れ
ま
す
。

●
骨
粗
し
ょ
う
症
対
策

　

無
理
な
く
骨
に
刺
激
が
加
わ

り
、
骨
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
骨

の
老
化
も
防
げ
ま
す
。

●
老
化
防
止

　

足
の
筋
肉
が
活

発
に
働
く
こ
と
で
、

大
脳
が
刺
激
さ
れ
ま
す
。
刺
激

に
よ
り
脳
細
胞
が
活
性
化
し
、

老
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
認
知
症
予
防
に
も
効
果

的
で
す
。

●
ス
ト
レ
ス
解
消

　

自
律
神
経
の

バ
ラ
ン
ス
が
整

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
屋
外
で

景
色
を
眺
め
な
が
ら
歩
く
こ
と

で
、
気
分
的
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

効
果
も
得
ら
れ
ま
す
。

4広報いせ 平成28年6月15日号



献血キャラクター
けんけつちゃん

一
般
急
性
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
伊
勢
総
合
病
院
で
は
、
通
院

ま
た
は
一
般
病
棟
に
入
院
を
し

て
い
て
、
医
師
が
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン（
以
下
、
リ
ハ
ビ
リ
）

の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、
リ
ハ
ビ
リ
科
医
師
・
看

護
師
・
社
会
福
祉
士
な
ど
と
共

に
、
理
学
療
法
士
６
人
・
作
業

療
法
士
４
人
・
言
語
聴
覚
士
１

人・看
護
助
手
１
人
の
体
制
で
、

患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　
理
学
療
法
で
は
、
関
節
の
変

形
・
骨
折
・
脳
卒
中
・
呼
吸
器

疾
患
な
ど
で
運
動
機
能
が
低
下

し
た
人
に
、
入
院
後
の
早
期
か

ら
主
治
医
や
リ
ハ
ビ
リ
科
医
師

と
連
携
し
、
運
動
機
能
の
向
上

を
目
指
し
て
運
動
療
法
を
行
い
、

基
本
的
な
動
作
や
歩
行
な
ど
の

移
動
動
作
の
改
善
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
に
つ
い
て
も
、
資
格
を

有
す
る
理
学
療
法
士
が
療
養
の

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
作
業
療
法
で
は
、
日
常
生
活

動
作
に
困
難
を
来
し
た
人
に
、

医
学
的
管
理
の
も
と
、
普
段
行

っ
て
い
る
動
作
や
趣
味
活
動
な

ど
の
活
動
全
般
を「
作
業
活
動
」

と
し
て
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動

作
や
活
動
能
力
の
改
善
を
図
っ

て
い
ま
す
。
特
に
当
院
で
は
、

整
形
外
科
医
と
連
携
し
て
、
手

や
指
の
外
傷
や
疾
患
に
関
す
る

リ
ハ
ビ
リ
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　
言
語
聴
覚
療
法
で
は
、
言
葉

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
問
題
の
あ
る
人
や
高
次
脳
機

能
に
障
が
い
が
あ
る
人
に
対
し

て
、
各
種
検
査
を
行
っ
た
上
で

伊
勢
総
合
病
院
（
☎
23

－

５
１
１
１　

27

－

２
３
１
５
）

愛
情
と
誇
り
を
持
て
る

病
院
を
目
指
し
て

伊
勢
総
合
病
院
シ
リ
ー
ズ
�

訓
練
や
指
導
な
ど
の
援
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
嚥え

ん

下げ

（
食
べ
物
を
飲

み
込
む
こ
と
）
に
障
が
い
の
あ

る
人
に
対
し
て
は
、
リ
ハ
ビ
リ

科
医
師
と
共
に
嚥
下
造
影
検
査

や
内
視
鏡
検
査
な
ど
を
積
極
的

に
実
施
し
、
入
院
中
に
退
院
後

の
食
事
の
形
態
な
ど
を
決
定
し

ま
す
。

　
当
院
で
は
、
入
院
し
て
い
る

人
を
対
象
と
し
て
、
休
日
も
リ

ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
平
成
25
年
３
月
に
伊
勢

志
摩
地
域
で
は
初
め
て
の
取
り

組
み
と
し
て
始
ま
り
、
県
内
で

も
休
日
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い

る
一
般
急
性
期
病
院
は
少
な
く
、

先
進
的
な
取
り
組
み
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
発
症
後
間
も

な
い
急
性
期
の
段
階
か
ら
滞
る

こ
と
な
く
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ

が
で
き
、
身
体
機
能
や
認
知
機

能
の
回
復
力
を
高
め
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
当
院
は
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
病
棟
を
併
設
し
て
お
り
、

転
院
す
る
こ
と
な
く
必
要
時
に

す
ぐ
に
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
が

可
能
で
あ
り
、
入
院
か
ら
退
院

ま
で
切
れ
目
な
く
継
続
し
た
リ

ハ
ビ
リ
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
今
後
も
、
病
気
・
障
が
い
が

あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
た
い
と
い

う
患
者
さ
ん
の
思
い
を
大
切
に
、

地
域
密
着
型
の
リ
ハ
ビ
リ
医
療

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
回
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

（☎ 0120ー25ー7821
       　 25ー7836）

三重県赤十字血液センター 伊勢献血ルーム 「ハートワン」

献血へのご協力を！！
　伊勢献血ルーム「ハートワン」では、特に平日を中心に、献血へご協
力いただける方を求めています。市内でも多くの輸血用血液が必要とさ
れています。皆さんのご協力をお願いいたします。
　成分献血にご協力をいただける場合は、ベッド数に限りがありますので、
予約をしていただきますよう、お願いします。

開設日  金曜日以外の毎日（12 月 29 日～１月３日を除く）
開設時間  午前：10 時～、11 時～　　　　　　　

　　　　 午後：13 時～、14 時～、15 時～、16 時～
　　　　 ※検査などを行いますので、可能な限り 20 分前
　　　　 　にはお越しください。
開設場所  伊勢献血ルーム「ハートワン」

　　　　 （ミタス伊勢内：船江１丁目４７１－１〔伊勢赤十字病院前〕）
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高齢･障がい福祉課
☎２１－５５５８
２０－８５５５

シリーズ障がい

障がいを
理解しよう！

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
障
が
い
や
必
要

な
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
視
覚
障
が
い
の

あ
る
人
を
誘
導
す
る
と
き
」に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

視覚障がいのある人を誘導するとき

　誘導する人は、視覚障がいのある人の横半歩前に立
ち、肘の少し上をつかんでもらいます。背が高い場合
は肩、背が低い場合は手首の辺りなど、つかまりやすい
高さで構いません。
　つかんでもらう腕は左右どちらでも構いませんが、
交通量の多い場所などでは、より安全な側に相手が来
るように立ちます。また、人ごみなど人や物にぶつかる
危険性が高い場合は自分の後ろを歩いてもらい、肩や
背中に触れてもらいながら誘導します。

〈相手の横半歩前に立つ〉
〈肘の上などをつかんでもらう〉

基本姿勢

　階段や曲がり角など、要所では立ち止まって声を掛
け、次の行動などを予告しましょう。
　「ここから上り階段が始まります」「階段が終わりま
した」「右に曲がります」「信号が変わりました」などと
事前に声を掛ければ、相手に心の準備ができます。

要所での誘導

　歩く速さは視覚障がいのある人に合わせます。路
面の状況や危険箇所などがあれば伝えながら、ゆっ
くりと進みましょう。

歩く速さ

　椅子に座ってもらう場合は、片方の手を椅子の背に
触れてもらい、もう片方の手をテーブルに触れてもら
います。腰掛けるときに手助けは必要ありません。

　別れるときは、相手が立っている場所と目標の方向や位置を伝え
ます。誘導を終える場所が危険でないかどうかも確認しましょう。

誘導を終えるとき

椅子に座るとき

右約1m先が
入り口です

右に
曲がります
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防犯 防犯

　
銀
行
や
病
院
で
名
前
を
呼
ば

れ
た
こ
と
に
気
付
か
な
い
た
め

「
い
な
い
」
と
思
わ
れ
た
り
、

電
車
や
バ
ス
の
遅
延
や
運
休
の

放
送
が
聞
こ
え
ず
に
待
ち
続
け

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
や
自
転
車
の
音

（
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ブ
レ
ー
キ

音
な
ど
）が
聞
こ
え
ず
、危
険
な

目
に
遭
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
聞
こ
え
な
い
と
「
危
険
を
知

ら
せ
る
音
」
の
存
在
に
気
付
か

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

右
手
人
さ
し
指
と

中
指
を
立
て
、
前

方
か
ら
額
の
中
央

に
当
て
る

※�

手
話
表
現
の
一
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

心
豊
か
に
共
生
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て

高
齢･
障
が
い
福
祉
課
（
☎
21

－

５
５
５
８　

20

－

８
５
５
５
）

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
③

「
こ
ん
に
ち
は
」

「
き
こ
え
な
い
」
と
は
？

第3回
　
伊
勢
市
手
話
言
語
条
例　
４
月
１
日
施
行

❸
ま
ち
の
中
で
は

　
危
険
に
気
付
け
な
い
こ
と
も

　
現
在
市
内
で
は
、
約
90
団
体

に
自
主
防
犯
活
動
を
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
各
種
犯
罪
が
発
生
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に

は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識

で
、
地
域
住
民
が
自
主
的
な
防

犯
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
現
在
、
自
主
防
犯
組
織
の
な

い
地
域
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪
が

パ
ト
ロ
ー
ル
は

「
気
楽
に
・
気
長
に
・
危
険
の
な
い
よ
う
に
」

危
機
管
理
課（
☎
21

－
5
5
2
4　

20

－

3
1
5
1
）

自
分
た
ち
の
地
域
に
自
主
防
犯
組
織
を

結
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
!

起
こ
り
に
く
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
に
も
、
自
分
た
ち
の
地
域

に
合
っ
た
自
主
防
犯
活
動
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ん
の
自
主
防
犯
活
動
で
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
犯
組
織
の
立
ち
上
げ
方

◆
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
を

　
集
め
ま
し
ょ
う

　
（
地
域
の
会
合
な
ど
）

　
　
地
域
に
居
住
・
勤
務
し
て

い
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
が
で
き

る
人
を
募
集
し
ま
し
ょ
う
。

◆
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
ま
し
ょ
う

　
　
隊
員
が
集
ま
っ
た
ら
、
パ

ト
ロ
ー
ル
を
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
、
隊
長
や
副
隊
長

を
決
め
ま
し
ょ
う
。

◆
パ
ト
ロ
ー
ル
方
法
を

　
決
め
ま
し
ょ
う

　
（
人
数・時
間
帯・経
路・手
段
）

　
　
隊
長
を
中
心
に
、
ど
の
よ

　

う
な
方
法
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を

す
る
か
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

◆
交
番
や
駐
在
所
な
ど
か
ら
の

情
報
を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う

（
広
報
誌
な
ど
）

　
　

地
域
を
管
轄
す
る
交
番
・

駐
在
所
・
警
察
署
が
発
信
す

る
犯
罪
の
発
生
状
況
や
危
険

な
場
所
な
ど
の
情
報
を
、パ

ト
ロ
ー
ル
の
参
考
に
し
ま
し

　
ょ
う
。

◆
パ
ト
ロ
ー
ル
の
開
始
を

　
知
ら
せ
ま
し
ょ
う

　
　
地
域
住
民
の
協
力
を
得
る

た
め
に
も
、
具
体
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
方
法
を
回
覧
板
な
ど

で
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
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不法投棄の現状

不法投棄者捜査中

　
山
林
・
農
地
・
遊
休
地
・
道

路
・
水
路
な
ど
に
ご
み
が
不
法

投
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
し
た
場
合
は
５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は

そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
絶

対
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

■
市
の
不
法
投
棄
対
策

　
市
で
は
、
次
の
対
策
を
し
て

い
ま
す
。

・
看
板
の
設
置

・
警
察
と
協
力
し
て
不
法
投
棄

者
の
特
定

・
公
有
地
の
不
法
投
棄
物
の
撤

去
・
監
視
カ
メ
ラ
で
の
監
視

■
不
法
投
棄
物
を

　
見
つ
け
た
ら
通
報
を
！

　
不
法
投
棄
の
現
場
を
見
つ
け

た
ら
、
次
の
情
報
を
警
察
ま
た

は
同
課
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・
発
見
し
た
日
時
・
場
所

・
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
物
と

お
お
よ
そ
の
量

・
不
法
投
棄
を
し
た
人
を
見
掛

け
た
場
合
は
、
そ
の
情
報（
車

の
ナ
ン
バ
ー
や
車
種
な
ど
）

シ
リ
ー
ズ
資
源清

掃
課
（
☎
37

－

１
４
４
３　

37

－

０
１
８
９
）

めざせ！
ご
み
ゼ
ロのま

ち

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

障
壁
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

　
今
年
の
４
月
１
日
に
、
障
が

い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
障
害

者
差
別
解
消
法
）が
施
行
さ
れ
、

障
が
い
を
理
由
と
し
て
正
当
な

理
由
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
拒
否
し
た
り
、制
限
し
た
り
、

条
件
を
付
け
た
り
す
る
よ
う
な

行
為
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
の
行
政
機
関
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
に
は
、
社
会

的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
必

要
な
便
宜
を
図
る
こ
と
、
す
な

わ
ち
、
合
理
的
配
慮
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
合

理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
に
つ

い
て
も
差
別
に
当
た
る
と
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
合
理
的
配
慮
と
は
、
施
設
の

改
善
整
備
だ
け
を
示
す
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
際
に
手
話
や
筆
談

を
用
い
た
り
、
分
か
り
や
す
い

説
明
を
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど

も
、
合
理
的
配
慮
の
重
要
な
要

素
で
す
。

　
し
か
し
、合
理
的
配
慮
を「
特

別
な
対
象
の
た
め
の
特
別
な
措

置
」
と
考
え
る
こ
と
は
適
切
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
合
理
的
配
慮

は
、
全
て
の
人
々
が
障
壁
を
意

識
す
る
こ
と
な
く
、
当
た
り
前

に
生
活
で
き
る
社
会
を
構
築
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
誰
に

で
も
関
係
の
あ
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
ま

だ
少
な
か
ら
ぬ
環
境
整
備
が
必

要
で
す
。
心
の
障
壁
を
取
り
払

う
た
め
に
は
正
し
い
知
識
と
理

解
を
深
め
る
こ
と
、
物
理
的
な

障
壁
に
対
し
て
は
現
状
の
把
握

と
改
善
措
置
の
必
要
性
・
優
先

度
の
検
証
が
不
可
欠
で
す
。

　
「
法
律
が
施
行
さ
れ
た
」
か

ら
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
施

行
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
み
ん

な
で
障
壁
の
な
い
社
会
を
目
指

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
ー
ズ
人
権

人
権
政
策
課
（
☎
21

－

５
５
４
６　

21

－

５
６
４
２
）

人
ひ
と
り
が 

輝
く
た
め
に

※
不
法
投
棄
物
は
警
察
な
ど
へ

は
持
っ
て
い
か
ず
に
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

■
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

　
私
有
地
に
不
法
投
棄
を
さ
れ

た
場
合
は
、
土
地
の
所
有
者
・

管
理
者
が
撤
去
を
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
市
で
は
撤
去
し
ま

せ
ん
。

　
不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
、
定

期
的
な
巡
回
や
草
刈
り
な
ど
の

清
掃
、
防
護
柵
や
網
の
設
置
な

ど
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

不
法
投
棄
対
策
に
係
る
予
算
額

１
２
１
万
５
千
円
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債権回収対策室

市税・公課を滞納すると

　市税・公課は、安心で健康に暮らせる住みよいまちづくりのた
めに、なくてはならない財源です。これらを滞納されると、市の財
政が圧迫され、住民サービスに支障を来すとともに、納期限内に
納付していただいている人との公平性を保てなくなります。
　このため、市では、市税・公課の滞納者に対して滞納処分を
行っています。納期限を過ぎても市税・公課を納付していない人
は、早急に納めてください。

■督促状を発送します
　納期限を過ぎても市税・公課を納めていない人には、納期
限後 20日以内に督促状を発送します。

■延滞金がかかります
　納期限を過ぎると、延滞金がかかります。
　延滞金は、滞納額に滞納日数と割合（平成 28年は 9.1％〔納
期限の翌日から１カ月を経過する日までは別に定める割合〕）
を乗じて計算します。

■滞納処分を行います
　督促状を発送した日から起算して 10日を経過した日まで
に、その市税・公課を納めないときは、やむを得ず下記の滞
納処分を行います。
　これは、納付義務者が自主的に納付しない場合に、納付義
務者の財産から強制的に市税・公課を徴収するために行う法
的手続きです。

■滞納整理の専門機関へ徴収業務を引き継ぎます
　市での滞納整理が困難な市税の滞納事案は、三重地方税管
理回収機構へ徴収権を引き継ぎます。
　同機構は、県内全域の市町税の徴収を専門に行う組織で、
滞納事案を市・町から引き受け、差し押さえや公売などの滞
納処分を前提に滞納整理を行います。

市税・公課を納めないと、次の手続きが行われます！

収納推進課（☎２１-５５３６　 ２１-５５３５）

財産を調査した上、滞納
者の財産（預貯金・給与・
生命保険・不動産など）
を差し押さえます。

差し押さえた財産を強制的に
換価（債権であれば取り立て、
不動産であれば公売）し、滞納
市税・公課に充てます。

差し押さえ 財産の処分

公課とは？
　国民健康保険料、後期高
齢者医療保険料、介護保
険料、保育所保
育料、下水道事
業受益者負担金、
下水道使用料な
どのことです。

滞納処分されます！

“収税課と債権回収対策室が統合され収納推進課となりました”

市税の高額滞納者や公課所管課から移管を受けた公課の案件に対して、財産調査を行
い、滞納処分を前提に滞納整理を行います。

新規滞納者や少額滞納者で、督促状などを発送しても納付や連絡もなく、納税意識の
低い人に対して、早期に財産調査を行い、滞納処分を前提に滞納整理を行います。

収納推進課
納税推進係

※納付が困難な事情（災害、病気など）がある場合は、同課へ連絡してください。

納入通知書
の発送

病気やけが、失業
など、特別な事情
がある人は相談し
てください。

督促状・催告書の発送
　納期限を過ぎると督促状を発送し、文書
や電話などで納付の催告をします。また、
延滞金が発生します。

滞納処分
　預貯金・給与・生命保険・不動産など
の財産を差し押さえます。

　取り立てや財産売
却により、滞納市税・公課へ充当します。

財産調査
　勤務先・金融機関・生命保
険会社・取引先・官公庁など
に対して財産調査を行います。

 差し押さえ

財産の処分

滞納処分の流れ
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旧消防本部及び消防署
１階

車庫・倉庫

検査室
交通
政策課

正面玄関

駐　　車　　場 用地課

倉庫ト
イ
レ

市役所本庁舎の改修工事に伴い、一部の部署が第１回目の移転を行います。
仮移転の期間中は、ご不便をお掛けしますが、ご理解・ご協力をお願いします。
なお、第２回目の移転内容については、移転日が確定次第、お知らせします。

管財契約課（☎２１-５５２６　 ２１-５５２２）

※電話番号、ファクス番号は変更ありません。
※御薗・生活福祉課、小俣・生活福祉課は、同一階層内での移転です。
※「広報いせ」４月１日号でお知らせをした内容で、平成 28 年７～８月に

移転予定の財政課、企画調整課、情報調査室、観光振興課、観光誘客課、
商工労政課、監理課、維持課、基盤整備課、都市計画課、建築住宅課に
ついては、平成 29 年４～５月の移転予定に変更となりました。

市役所本庁舎の改修工事に伴い
一部の部署が移転します

移転部署名 仮移転場所 現在の場所 移転日 仮移転期間（予定）

交通政策課 旧消防本部・
　　消防署１階 東庁舎２階 平成 28 年８月６日㈯ 平成 28 年８月７日

　　　～平成 30 年９月

用地課 旧消防本部・
　　消防署１階 東庁舎３階 平成 28 年８月６日㈯ 平成 28 年８月７日

　　　～平成 30 年９月

検査室 旧消防本部・
　　消防署１階 東庁舎３階 平成 28 年８月６日㈯ 平成 28 年８月７日

　　　～平成 30 年９月

農業委員会事務局 御薗総合支所１階 御薗総合支所２階 平成 28 年７月 24 日㈰ 平成 28 年７月 25 日
　　　～平成 30 年９月

御薗・生活福祉課 御薗総合支所１階 御薗総合支所１階 平成 28 年７月 24 日㈰ 平成 28 年７月 25 日
　　　～平成 31 年５月

環境課 御薗総合支所２階 東庁舎２階 平成 28 年７月 31 日㈰ 平成 28 年８月１日
　　　～平成 30 年９月

市民交流課 御薗総合支所２階 東庁舎３階 平成 28 年８月 20 日㈯ 平成 28 年８月 21 日
　　　～平成 30 年９月

選挙管理委員会事務局 御薗総合支所２階 東庁舎４階 平成 28 年８月 20 日㈯ 平成 28 年８月 21 日
　　　～平成 31 年５月

人権政策課 小俣総合支所１階 東庁舎３階 平成 28 年８月 27 日㈯ 平成 28 年８月 28 日
　　　～平成 31 年５月

監査委員事務局 小俣総合支所１階 東庁舎４階 平成 28 年８月 27 日㈯ 平成 28 年８月 28 日
　　　～平成 31 年５月

小俣・生活福祉課 小俣総合支所１階 小俣総合支所１階 平成 28 年８月 27 日㈯ 平成 28 年８月 28 日
　　　～平成 31 年５月

教育研究所 旧さくらぎ保育所 小俣総合支所３階 平成 28 年８月 28 日㈰ 平成 28 年８月 29 日
　　　～平成 31 年５月

移転後の
配置図

1F 旧消防本部・消防署
（神田久志本町 1436 番地１）

◦交通政策課
◦用地課
◦検査室

第 1回目の移転部署
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御薗総合支所１階

書庫 書庫

（
現
状
の
配
置
）

農業委員
会事務局

階段
正面玄関

会議室

御薗・生活福祉課
農
林
水
産
課

機械室

トイレ
トイレ

階段

倉庫

小俣総合支所
１階

小俣・生活福祉課
書庫

階段

階段

駐　　車　　場

監査委員
事務局

ＥＶ

相談室

相談室

展示
スペース

会議室

書庫
機械室 書庫

人権
政策課 社会教育課

（現状の配置）

トイレ

正面玄関

旧さくらぎ保育所

倉庫

教育研究所
相談室

ＮＥＳＴ
プレイルーム

廊下

ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ

NEST
教室

NEST
事務室

倉
庫

N
E
S
T

相
談
室
N
E
S
T

相
談
室

相談室

相談室

倉庫 スマイルいせ
事務室

御薗総合支所 ２階

階段

選挙管理
委員会
事務局

環境課

事務室

市民交流課
階段

講堂

機械室

倉庫

会議室

階段

トイレ

2F

1F

1F

旧さくらぎ保育所

小俣総合支所

御薗総合支所

（桜木町 55 番地１）

（小俣町元町 540 番地）

（御薗町長屋 1221 番地）

◦教育研究所

◦監査委員事務局
◦人権政策課
◦小俣・生活福祉課（同一階層内の移転）

◦社会教育課（現状の配置）

◦農業委員会事務局
◦御薗・生活福祉課（同一階層内の移転）

◦環境課
◦市民交流課
◦選挙管理委員会事務局
◦農林水産課（現状の配置）
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夏
季
常
設
展
示
か
ら
、
伊
藤

小
坡
の
一
番
脂
の
乗
り
切
っ
た

昭
和
初
期
の
作
品
を
２
つ
紹
介

し
ま
す
。

　
小
坡
は
、
猿
田
彦
神
社
の
宮

司
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治

31
（
１
８
９
８
）
年
、
22
歳
の

時
に
京
都
に
出
て
、
絵
の
勉
強

を
本
格
的
に
始
め
ま
す
。
大
正

時
代
に
な
る
と
、
美
人
画
を
描

く
女
流
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
昭
和
に
入

る
と
、
歴
史
や
文
学
に
登
場
す

る
女
性
、
特
に
凛
と
し
て
自
分

の
意
志
で
強
く
生
き
る
女
性
を

主
題
に
選
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
１
つ
が
、
作
品
の
題
名

に
も
な
っ
て
い
る
「
伊
賀
の
つ

ぼ
ね
」（
昭
和
５
年
）
で
す
。
伊

賀
の
つ
ぼ
ね
（
伊
賀
局
）
は
南

北
朝
時
代
、
後
醍
醐
天
皇
の
妃

所在地　宇治浦田2丁目4－65　　開館時間　9:30～16:00　　休館日　月曜日(祝日の場合は翌日)
入館料　大人 300 円、大学・高校生 200 円、小・中学生 100 円

伊藤小坡美術館（猿田彦神社内）　☎ 22ー2554　 28ー9955

に
仕
え
た
女
官
で
す
。

　
局
に
は
、
吉
野
の
山
中
、
妃

の
御
所
の
裏
山
に
現
れ
た
亡
霊

を
一
喝
し
た
と
い
う
大
胆
極
ま

り
な
い
逸
話
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
逸
話
を
描
い
た
の
が
こ

伊
藤
小し

ょ
う
は坡

美
術
館  

夏
季
常
設
展
示

開
催
期
間
：
６
月
14
日
㈫
～
９
月
11
日
㈰
（
予
定
）　

情
報
提
供
：
伊
藤
小
坡
美
術
館
　
山
口 

泰
弘
さ
ん

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
だ
よ
り

43

伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
［
文
化
振
興
課
内
］

（
☎
22

－

７
８
８
５　

23

－

８
６
４
１
）
予算額　59万７千円

の
作
品
で
す
。
一
見
美
し
い
庭

に
吹
く
生
暖
か
い
風
、
立
ち
騒

ぐ
笹
や
ス
ス
キ
、
ぬ
ら
り
と
揺

ら
め
く
局
の
髪
に
た
だ
な
ら
ぬ

妖
気
が
感
じ
ら
れ
る
一
方
、
局

の
姿
か
ら
は
物
事
に
動
じ
な
い

強
い
意
志
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
「
幻
想
」（
昭
和
５
年
ご
ろ
）

は
、
文
机
に
筆
を
逆
さ
に
立
て

て
物
思
い
に
ふ
け
る
平
安
時
代

の
女
性
を
描
い
て
い
ま
す
。一
筆

も
降
ろ
さ
な
い
ま
ま
の
真
っ
白

な
紙
。
芯
の
短
く
な
っ
た
灯
明

は
、
物
思
い
が
長
時
間
に
及
ん

で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
女
性
は
元
斎
王
徽き

子し

女

王
で
、
三
十
六
歌
仙
の
１
人
と

し
て
斎さ

い
ぐ
う
の
に
ょ
う
ご

宮
女
御
の
名
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
後
に
斎
王
と
な
っ

た
娘
規の

り

子こ

内
親
王
に
付
い
て
再

び
伊
勢
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
斎
王
の
禊み

そ
ぎ

の
場
で

あ
り
歌
枕
と
し
て
も
知
ら
れ
た

大
淀
の
浦（
海
辺
）を
詠
ん
だ
歌

「
大
淀
の
浦
た
つ
波
の
か
へ
ら
ず

は
か
は
ら
ぬ
松
の
色
を
見
ま
し

や
」（
新
古
今
集
）の
光
景
が
、そ

れ
を
思
い
浮
か
べ
る
か
の
よ
う

に
図
上
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
絵
は
、作
歌
に
苦
心
す
る
斎
宮

女
御
を
描
い
て
い
る
の
で
す
。

　
ど
ち
ら
の
作
品
も
、
素
晴
ら

し
い
着
想
、
鮮
や
か
な
彩
色
と

確
か
な
運
筆
で
、
小
坡
の
到
達

点
を
示
す
例
と
い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

幻想 伊賀のつぼね

見
物
者
が
訪
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

広
告
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シ
リ
ー
ズ

〜
多
面
的
機
能
支
払
制
度
を
活
用
し
た
取
り
組
み
の
紹
介
〜

〜
多
面
的
機
能
支
払
制
度
を
活
用
し
た
取
り
組
み
の
紹
介
〜 1

む

　

      

　ら

3

む

　

      

　ら

鳥害対策用のカカシ

ひまわり・コスモス畑

ルピナスの開花

東ノ沢のり面補修工事

住
所　
津
村
町
４
８
２
番
地

構
成
員　
津
村
町
自
治
会
、
津

村
町
農
家
組
合
、
津
村
町
老
人

会
、
津
村
町
消
防
団
、
津
村
町

婦
人
会
、
若
婆
会

　
津
村
町
地
区
は
、
も
と
も
と

は
葉
タ
バ
コ
を
栽
培
し
て
い
ま

し
た
が
、
タ
バ
コ
農
家
の
廃
業

住
所　
西
豊
浜
町
４
７
５
８
番

地
１

構
成
員　

農
事
部
、
自
治
会
、

老
人
会
、
親
子
会

　
西
豊
浜
町
の
約
80
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
用
地
を
保
全
管
理
し
て

お
り
、
地
域
の
景
観
形
成
の
た

め
、
平
成
18
年
か
ら
地
元
住
民

が
中
心
と
な
っ
て
、
休
耕
田
の

０
・
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
ひ
ま
わ

り
や
コ
ス
モ
ス
の
花
を
育
て
て

い
ま
す
。

　
花
畑
の
見
頃
は
10
月
中
旬
か

ら
11
月
頃
で
、
毎
年
サ
ツ
マ
イ

　
今
回
紹
介
す
る
組
織
は
、
津
村
町
地
区
農
地・水・環
境
保
全
会

と
西
豊
浜
町
の
森
区
ふ
る
さ
と
保
全
活
動
隊
で
す
。

に
よ
り
多
く
の
田
畑
が
荒
れ
、

雑
草
の
処
理
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
町
を
通

っ
て
い
た
県
道
の
迂う

回
路
と
し

て
、
バ
イ
パ
ス
（
道
路
）
が
田

畑
の
中
を
通
る
こ
と
に
な
り
、

景
観
形
成
を
含
め
た
農
地
の
雑

草
対
策
の
た
め
に
、
花
の
栽
培

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
用
地

を
保
全
管
理
し
て
お
り
、
平
成

20
年
か
ら
は
花
の
植
栽
に
取
り

組
み
、「
花
開
道
」と
呼
ば
れ
る

花
畑
を
整
備
し
て
、
景
観
形
成

農
林
水
産
課
（
☎
22
―
0
3
7
0　

21
―
５
６
０
５
）

 

津
村
町
地
区
農
地
・
水
・

 

環
境
保
全
会

 

森
区
ふ
る
さ
と
保
全
活
動
隊

～
地
域
環
境
の
保
全
向
上
の

　
確
立
に
向
け
て
～

～
農
村
環
境
保
全
活
動
の

幅
広
い
展
開
に
向
け
て
～

と
と
も
に
遊
休
農
地
の
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
は
花は

な

菱び
し

草
や
ル
ピ
ナ

ス
、
ポ
ピ
ー
が
、
８
月
下
旬
か

ら
９
月
下
旬
に
か
け
て
は
、
コ

ス
モ
ス
や
ひ
ま
わ
り
、
ホ
ウ
キ

草
が
咲
き
誇
り
、
た
く
さ
ん
の

モ
の
収
穫
祭
と
同
時
に
「
ひ
ま

わ
り
祭
り
」
と
呼
ば
れ
る
お
祭

り
を
開
催
し
、
地
域
住
民
と
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
に
よ
る
町
内
美
化
清

掃
、
農
事
部
に
よ
る
水
路
の
草

刈
り
・
清
掃
、
ま
た
、
構
成
員

が
中
心
と
な
っ
て
、
の
り
面
の

軽
微
な
補
修
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
地
域
住
民
と
の
イ
モ
掘
り
・

餅
つ
き
体
験
、
学
校
教
育
の
連

携
と
し
て
、
小
学
生
の
農
業
器

具
体
験
学
習
な
ど
の
啓
発
・
普

及
な
ど
の
幅
広
い
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

見
物
者
が
訪
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

広
告
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催
眠（
Ｓ
Ｆ
）商
法
に

ご
用
心
!!

　

催
眠
商
法
と
は
、「
日
用
品

な
ど
が
無
料
で
も
ら
え
る
」「
格

安
で
販
売
す
る
」
な
ど
と
誘
っ

て
空
き
店
舗
な
ど
に
人
を
集
め
、

言
葉
巧
み
に
会
場
の
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
、
自
由
な
出
入
り
や

冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
状
況

で
高
額
の
商
品
を
契
約
さ
せ
る

手
口
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
催
眠
商
法
は
、

自
分
か
ら
店
舗
に
出
向
い
た
場

合
で
も
、
８
日
以
内
で
あ
れ
ば

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま

す
。
伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
も
、「
知
人
に
誘
わ
れ
て

通
う
よ
う
に
な
っ
た
移
動
店
舗

で
、
周
囲
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ

て
高
額
な
健
康
食
品
や
寝
具
な

ど
を
契
約
し
た
が
、
よ
く
考
え

る
と
必
要
の
な
い
物
だ
っ
た
」

「
高
額
で
支
払
い
が
で
き
な
い
」

と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
す
。

　
「
紹
介
者
で
あ
る
知
人
と
の

関
係
が
悪
く
な
る
の
を
心
配
し

て
断
れ
な
か
っ
た
」「
健
康
に

な
れ
る
と
い
う
説
明
を
信
じ
て

購
入
し
た
」
な
ど
、
契
約
の
動

機
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
う
ま
い
話
に
は
裏
が
あ
り
ま

す
。「
無
料
」「
格
安
」
な
ど
の

言
葉
は
、
心
を
く
す
ぐ
り
ま
す

が
、こ
れ
は
業
者
の
手
口
で
す
。

知
人
の
紹
介
と
い
っ
て
も
安
易

に
誘
い
に
乗
ら
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

※�

購
入
し
た
商
品
や
購
入
時
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

同
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
消
費
生
活

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
21

－

５
７
１
７　

22

－

５
０
１
４
）
予算額 1,076 万 8千円
（うち県補助 560万 5千円）

教えて

相
談
員
さ
ん

　このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベント情報
を案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。

橋川陶芸教室展
橋川陶芸教室（☎・ 25－1932）
時�６月 17日㈮～ 19日㈰、10：00～ 17：00
所�尾崎咢堂記念館・２階会議室
内�陶芸の楽しさ・美しさを追及する第８回目の教室
展です。今回は、橋川先生の米寿を記念し、最新の
作品を展示します。

建労まつり
三重県建設労働組合 伊勢支部

（☎ 23－5535  28－9031）
時�６月 26日㈰、９：30～ 14：00（小雨決行）
所�三重県建設労働組合�伊勢支部会館（一之木４丁
目 644－3）とその周辺
内�住まいの相談会、ミニハウス上棟式、親子木工教
室、耐震などの家の診断や家具転倒防止金具の取り
付け方法の展示、小学生の描いた絵「わたしの住み
たいお家」優秀作品の展示、持ってけ市、プロが教
えるお家の簡単お手入れ方法、タイルアート、模擬
店、抽選会

皇學館大学 月例文化講座
皇學館大学 企画部 地域連携推進室

（☎ 22－8635  27－1704〔代表〕）
時�７月２日㈯、14：00～ 15：30
所�皇學館大学・４号館 431教室
内�講座「乗りあうことでつながる交通」
� 笠原�正嗣さん（現代日本社会学部�教授）

第 62 回 守武祭俳句大会
俳祖守

も り た け お う

武翁顕彰会・坂本さん
（☎・ 22－1479）

時�９月 15日㈭、10：00～
所�宇治神社（内宮前）
俳句募集 �当日の俳句大会はありません。

【事前投句】募集内容 �献詠１句と当季雑詠１組２句（自
作未発表に限る。何組でも可）　 投句料 １組 1,000
円　投句方法７月 31日㈰（当日消印有効）までに、
所定の投句用紙（コピー可）に献詠１句と当季雑詠
１組２句、住所、氏名、俳号、電話番号を記入し、
同会・坂本さん方・俳祖守武翁顕彰会係（〒 519－
0505　小俣町本町941－101）へ

イベント掲示板

時とき　　所ところ　　対対象　　内内容　　定定員　　料料金　　申申し込み
掲載申し込み締め切り ８月 15日号＝６月 30日㈭　　９月１日号＝７月 15日㈮

イベント掲示板＆みんなの広場
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　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集などに利用でき
るコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

栄養士さん 管理栄養士さん 大募集
三重県地域活動栄養士連絡協議会・茂

も

谷
た に

さん
（☎ 090－6803－3527）

時�毎月１回（７月は５日㈫）、９：30～ 12：00
所�県伊勢庁舎・栄養指導室（勢田町 628－2）
対�栄養士・管理栄養士免許取得保持者
内�資格を生かして月１回楽しく勉強！みんなで食か
ら健康づくりを応援する活動をしています。
料�年会費 3,000 円

教会チャリティー・バザー
伊勢バプテスト教会

（☎・ 28－4846）
時�６月 25日㈯、10：00～ 15：00
所�伊勢バプテスト教会（辻久留１丁目 16－6）
内�取り扱い物品は生活雑貨など。喫茶コーナー（12：
00 ～）あり。収益は世界の飢餓地域援助と震災復
興支援に充てます。

終活 それは家族への愛の証
伊勢志摩活性プロジェクト音色（neiro）

（☎ 090－9122－3697）
時�①６月 29日㈬・②７月 13日㈬・③７月 27日㈬、
13：30～ 15：30
所�福祉健康センター・２階集会室（洋）
対�専門家（弁護士、終活・整理収納アドバイザーな
ど）の知識を必要とする人
内�全３回の終活セミナー。第１回目は、終活カウン
セラーによる「終活に必要なこと」と「エンディン
グノート」活用術！！
定�30 人（先着順）
申�６月 28日㈫までに伊勢志摩活性プロジェクト音色へ

七夕茶会
皇學館大学 煎茶道部

（☎ 090－9958－3746  0465－62－9885）
時�７月３日㈰、11：00～ 15：30
所�皇學館大学記念館
内�冷玉露席（和室）、紅茶席（野点

だて

）

川端町おいやれ行事
川端町自治会

（☎・ 25－3493）
時�７月２日㈯、18：00～ 21：00
所�川端町内
内�350 年以上続く伝統行事。大小２つのたいまつ
を担いで町内を練り歩き、無病息災を願う。最後は
たいまつに火を付けて虫送り。

若年認知症交流会と家族のつどい
公益社団法人 認知症の人と家族の会三重県支部

（☎・ 059－370－4620）
時�７月３日㈰、13：30～ 15：30（受け付けは13：15～）
所�福祉健康センター
内�本人交流会と家族介護の集いで、悩み相談や情報
交換をします。高齢の方も自分の思いを話していた
だける方はぜひご参加ください。
料�200 円（本人は無料）
申�事前に同支部へ（家族だけでも参加可）

公開学術講演会
皇學館大学研究開発推進センター神道研究所

（☎ 22－6469  22－6463）
時�７月６日㈬、16：30～ 18：00
所�皇學館大学・２号館 231教室
内�演題「殯

もがり

・殯
もがりのみや

宮と王宮・葬地」
� 西本�昌弘さん（関西大学�教授）
定�100 人（先着順）

皇學館大学 夏休み子どもキャンプ
皇學館大学 教育学部・叶

かのう

ゼミ
（☎ 22－8613  27－1704〔代表〕）

時�①８月２日㈫～３日㈬（１泊２日）
� ②８月６日㈯～８日㈪（２泊３日）
所�皇學館大学
対�小学３～６年生
内�川遊び・キャンプファイア・野外炊飯などを行い、
夜は１人寝体験もあります。大学生と一緒に楽しい
時間を過ごしましょう。
定�各 30 人（申し込み多数の場合は抽選）
料�① 2,000 円、② 3,000 円
申�６月16日㈭～22日㈬に、参加者（３人まで）の
住所・氏名・生年月日・学校名・学年・電話番号を、
Ｅメールで同ゼミ（ kano.seminer@gmail.com）へ

お詫びと訂正
　「広報いせ」６月１日号の38ページに掲載しました
「みんなの広場　イセ歌声喫茶の集い」の問い合わせ
先について、次のとおり誤りがありましたので、お
詫びして訂正します。
誤�（☎・ 25－7309）　�正 （☎・ 25－7303）
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若
者
旅
行
者
向
け

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

作
成
事
業
者
を
募
集

観
光
誘
客
課

（
☎
21
―
５
５
６
５ 

 

21
―
５
５
２
２
）

　
市
で
は
、
観
光
地
魅
力
創
造

事
業
と
し
て
、
若
年
層
の
誘
客

と
滞
在
時
間
を
延
長
す
る
た
め

に
、市
内
で
行
え
る
体
験
メ
ニ

ュ
ー
の
構
築
を
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
作
成
し
た

体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
交
通
機
関
と

も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
体
験
で
き

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト

を
広
報
す
る
こ
と
で
、伊
勢
の

体
験
旅
行
の
魅
力
を
感
じ
て
リ

ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
28
年
７
月
か

※�

未
成
年
を
含
む
若
年
層
向
け

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め
、

社
交
飲
食
店
な
ど
の
店
舗
は

対
象
外
で
す
。

〈
宿
泊
施
設
な
ど
〉

◦
市
内
で
営
業
を
し
て
い
る

◦�

若
者
の
観
光
客
に
伊
勢
の
魅

力
を
伝
え
る
熱
意
が
あ
る

申
し
込
み　
６
月
22
日
㈬
ま
で

に
、事
業
者
名
（
店
舗
名
な
ど
）

・
代
表
者
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入

し
、フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
株

式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
：
齋
藤
さ
ん
（
☎
０

８
０
ー
８
０
０
１
ー
６
７
５
３
、

０
３
ー
６
８
３
４
ー
８
６
２

８
、

shinsaku_saito@
r.recruit.co.jp

）
へ

※�
申
込
書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

説
明
会
は
、
事
業
へ
の
参
画

を
希
望
す
る
事
業
者
全
体
が

　

�

対
象
で
す
が
、
参
画
に
当
た

　

�っ
て
は
審
査
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
参
画
で
き
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

ら
販
売
で
き
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
作
成
し
て
い
た
だ
け
る
店
舗

（
飲
食
店
や
土
産
物
店
な
ど
）

や
宿
泊
施
設
な
ど
の
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

事
業
者
向
け
説
明
会

　
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　
６
月
24
日
㈮
、
14
時
～

16
時
（
開
場
は
13
時
30
分
）

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア
・
多
目

的
ホ
ー
ル

対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
事
業
者

〈
店
舗
な
ど
〉

◦
市
内
で
営
業
を
し
て
い
る

◦�

若
者
の
観
光
客
に
伊
勢
の
魅

力
を
伝
え
る
熱
意
が
あ
る

◦�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ

る
、ま
た
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
持
っ
て
い
て
、基
本
的

な
操
作
が
可
能
で
、観
光
客

の
対
応
が
で
き
る

伊
勢
市
の
お
菓
子
を
紹
介
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る

店
舗
・
お
菓
子
を
募
集

商
工
労
政
課

（
☎
21
―
５
５
１
２ 

 

22
―
９
６
９
９
）

　
平
成
29
年
４
月
21
日
㈮
～
５

月
14
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
「
お

伊
勢
さ
ん
菓
子
博
２
０
１
７
」

（
第
27
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会・

三
重
）
を
記
念
し
て
作
成
す
る

お
菓
子
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲

載
す
る
店
舗
・
お
菓
子
を
募
集

し
ま
す
。

　
伊
勢
市
の
お
菓
子
の
魅
力
を

広
く
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
で
自
社
製
品
の
お

菓
子
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る

事
業
所
ま
た
は
市
内
に
本
社（
本

店
）が
あ
る
自
社
製
品
の
お
菓

子
を
販
売
し
て
い
る
事
業
所（
個

人
商
店
を
含
む
）

申
し
込
み　
６
月
15
日
㈬
～
７

月
13
日
㈬
に
申
請
書
な
ど
を
直

接
・
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）・

フ
ァ
ク
ス
で
同
課（
〒
５
１
６
ー

８
６
０
１�

岩
渕
１
丁
目
７
ー
29
）

へ※�
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
25
―
１
２
６
８ 

 

29
―
０
１
３
４
）

と
き　
①
７
月
26
日
㈫
・
27
日

㈬
、
②
９
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬

（
い
ず
れ
も
２
日
間
）

と
こ
ろ　
観
光
文
化
会
館
・
大

会
議
室

対
象　
事
業
所
で
防
火
管
理
上

必
要
な
業
務
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
管
理
的
ま
た
は
監

督
的
な
地
位
に
あ
る
人

定
員　
各
１
６
０
人

受
講
料　
各
６
５
０
０
円

申
し
込
み　
①
６
月
30
日
㈭
～

７
月
５
日
㈫
、
②
８
月
18
日
㈭

～
23
日
㈫
に
、
一
般
財
団
法
人

三
重
県
消
防
設
備
安
全
協
会（
☎

０
５
９
ー
２
２
６
ー
８
７
２
６
、

�

０
５
９
ー
２
２
６
ー
９
９
８

５
）
へ
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情
報
コ
ー
ナ
ー

募集講座

催し物お知らせ

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

募 
集

講 

座



情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
バ
リ
ア
を
な
く
す
た
め
に

要
約
筆
記
体
験
講
座

高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
―
５
５
５
８ 

 
20
―
８
５
５
５
）

　
要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
障
が

い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
保
障
す
る
方
法
の
一
つ
で
、

話
し
手
の
話
を
聞
き
、
そ
れ
を

要
約
し
て
、
文
字
と
し
て
書
い

て
伝
え
る
通
訳
で
す
。

　
ま
た
、
日
常
的
に
聞
こ
え
に

不
自
由
を
感
じ
て
い
る
人
は
大

変
多
く
、
中
で
も
中
途
失
聴
者

や
難
聴
者
な
ど
、
手
話
を
使
わ

な
い
人
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
気
軽
に
体
験

（
見
学
の
み
も
可
）
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

と
き　
７
月
11
日
㈪
、
13
時
～

16
時

と
こ
ろ　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
保
健
会
議
室

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
イ
ヤ
ホ

ン
ま
た
は
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
（
持
っ

て
い
る
人
）

申
し
込
み　
７
月
６
日
㈬
ま
で

予
算
額　
34
万
円

に
同
課
へ

予
算
額　
15
万
円
（
う
ち
国
・

県
補
助
金　

11
万
２
５
０
０
円
）

人
権
啓
発
講
座

人
権
政
策
課

（
☎
21
―
５
５
４
６ 

 

21
―
５
６
４
２
）

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
理

解
に
向
け
て
、
人
権
啓
発
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
講
座
名
・
講
師　
下
表

の
と
お
り

と
こ
ろ　
御
薗
公
民
館
・
２
階

講
堂
（
御
薗
総
合
支
所
併
設
）

定
員　
各
20
人
程
度（
先
着
順
）

申
し
込
み　
講
座
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
同
課
（

jinken@
city.

ise.m
ie.jp

）
へ

市
民
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
第
２
回
）

ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
―
７
８
９
５ 

 

23
―
８
６
４
１
）

と
き　
７
月
３
日
㈰
、
９
時
30

分
～
（
受
け
付
け
は
９
時
～
）

集
合
場
所　
市
役
所

内
容　
「
河
崎
の
町
並
み
」コ
ー

ス（
約
６
㎞
）の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
費　
１
０
０
円
（
当
日
持

参
）

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な

ど問
い
合
わ
せ
先　
伊
勢
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
奥
田
さ

ん
（
☎
０
９
０
ー
７
６
９
６
ー

２
８
６
２
）

※�

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

天
候
不
順
の
場
合
は
、
７
時

に
開
催
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※�

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、

大
人
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

全
５
回
の
参
加
者
に
は
完
歩

賞
が
あ
り
ま
す
。

予
算
額　
30
万
円
（
５
回
分
）

平
成
28
年
度 

第
１
回

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
交
流
会

（
☎
28
―
５
６
９
２ 

 

28
―
５
６
７
９
）

と
き　
７
月
24
日
㈰
、
13
時
30

分
～
15
時
45
分

と
こ
ろ　
い
せ
ト
ピ
ア

対
象　
小
学
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
と
保
護
者

内
容　
テ
ー
マ
：
牛
乳
パ
ッ
ク

で
お
に
ぎ
り
・
ふ
り
か
け
を
作

ろ
う
、実
習
「
私
だ
け
の
お
に

ぎ
り
・
栄
養
た
っ
ぷ
り
ふ
り
か

け
作
り
」、講
義
「
子
ど
も
の

好
き
嫌
い
は
何
故
？
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
」（
講
師
：
馬
場
啓

子
さ
ん
〔
管
理
栄
養
士
〕）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
し
込
み　
６
月
20
日
㈪
・
10

時
か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
同
セ
ン
タ
ー（

ko
dom

o21@
am
igo2.ne.

jp

）
へ

※�

講
義
中
は
、
別
室
で
託
児
を

し
ま
す
。

人権啓発講座
とき 講座名（テーマ） 講師

第１回 ８月７日�㈰ 子どもの人権 園田�雅春さん（大阪成蹊大学�教授）

第２回 11月６日�㈰ 同和問題 清原�隆宣さん（奈良県御所市・西光寺�住職）

第３回 12月18日�㈰ 犯罪被害者の人権 仲�律子さん（鈴鹿大学�教授）

第４回 平成29年１月22日�㈰ インターネットと人権 飯田�真琴さん
（三重県警察本部�サイバー犯罪対策課）

※時間は全て14時～16時15分です。
※第１回～第４回のうち単独の受講も可能です。

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

〔
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重
み
な
み
子
ど
も
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
内
〕

17 広報いせ 平成28年6月15日号
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と
き　
６
月
23
日
㈭
、
13
時
～

16
時

と
こ
ろ　
伊
勢
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー（
市
役
所
本
館
・２
階
）

対
象　
債
務
返
済
で
困
っ
て
い

る
人

定
員　
３
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
６
月
15
日
㈬
・
９

時
か
ら
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

福
祉
・
介
護
・
看
護
の

就
職
フ
ェ
ア

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
三
重
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
９
―
２
２
７
―
５
１
６
０ 

 

０
５
９
―
２
２
２
―
０
１
７
０
）

と
き　
６
月
19
日
㈰
、
①
10
時

30
分
～
12
時
・
②
13
時
～
15
時

30
分

と
こ
ろ　
①
②
と
も
四
日
市
都

ホ
テ
ル
（
四
日
市
市
安
島
１
丁

目
３
ー
38
）

対
象　
福
祉
・
介
護
・
看
護
の

職
場
に
就
職
を
希
望
し
て
い
る
、

ま
た
は
関
心
の
あ
る
一
般
・
学

生内
容　
①
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
、

②
福
祉
・
介
護
・
看
護
の
就
職

フ
ェ
ア

16
時

と
こ
ろ　
市
役
所
本
館
・
２
階

広
報
広
聴
課
相
談
室

定
員　
６
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
電
話
で
法
テ
ラ
ス

三
重
へ

※�

収
入
要
件
は
家
族
数
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※�

申
込
時
に
収
入
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
す
。

熊
本
地
震
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
☎
20
―
４
３
８
５ 

 

20
―
４
３
８
６
）

　
「
い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

災
害
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
、今
回
は
熊
本
地
震
義
援

金
の
活
動
と
し
て
、
ダ
ン
ス
や

音
楽
活
動
で
伊
勢
市
の
活
性
化

を
図
る
地
元
の
皆
さ
ん
が
、
次

の
と
お
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ダ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
in
伊
勢

と
き　
７
月
３
日
㈰
、
10
時
30

分
～
15
時

と
こ
ろ　
い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館
（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
・
１
階
ホ
ー
ル
）

内
容　
レ
ク
ダ
ン
ス
、
３
Ｂ
体

操
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス
、
フ
ラ
メ
ン
コ
な
ど

第
19
回 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
き　
７
月
３
日
㈰
、
18
時
30

分
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　
い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館
（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
・
１
階
ホ
ー
ル
）

内
容　
「
こ
う
太
と
か
ら
あ
げ
」

「
マ
ユ
カ
」「
ラ
ン
コ
ン
ト
ル
」

他
。
フ
ォ
ー
ク
や
ポ
ッ
プ
ス
を

中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。

※�

会
場
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま

す
。

東
海
財
務
局
に
よ
る

家
計
管
理
相
談

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
21
―
５
７
１
７�

 

22
―
５
０
１
４
）

　
伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
債
務
の
返
済
に
よ
り
生

活
が
苦
し
い
人
の
生
活
再
建
を

支
援
す
る
た
め
、
東
海
財
務
局

の
専
門
相
談
員
に
よ
る
家
計
管

理
相
談
を
行
い
ま
す
。

観
光
文
化
会
館
自
主
事
業

平
成
28
年
度
伊
勢
市
芸
術
祭

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で

み
ん
な
で
楽
し
む

コ
ン
サ
ー
ト Part1

け
ん
じ
く
ん
の

お
ん
が
く
絵
日
記

観
光
文
化
会
館

（
☎
28
―
５
１
０
５ 

 

28
―
５
１
０
６
）

　
今
年
の
け
ん
じ
く
ん
は
、
世

界
旅
行
を
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

な
国
の
音
楽
に
出
会
い
ま
す
。

少
し
変
わ
っ
た
と
て
も
楽
し
い

ク
ラ
シ
ッ
ク
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。

と
き　
７
月
18
日
㈷
、
14
時
～

（
開
場
は
13
時
30
分
）

と
こ
ろ　
観
光
文
化
会
館
・
大

ホ
ー
ル

出
演
者　
廣
め
ぐ
み
さ
ん
（
ソ

プ
ラ
ノ
）、中
瀬
あ
や
さ
ん（
ピ

ア
ノ
）、増
田
亮
子
さ
ん（
チ
ェ

ロ
）、た
む
ら
け
ん
じ
さ
ん（
絵

日
記
）、ゲ
ス
ト
：
三
谷
結
子

さ
ん
（
三
重
県
出
身
・
ウ
ィ
ー

ン
在
住
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
歌
手
）

入
場
料　
中
学
生
以
上
５
０
０

円
（
全
席
自
由
席
）

※�

入
場
券
は
、
同
館
事
務
所
、

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
発
売

し
て
い
ま
す
。

法
テ
ラ
ス
三
重

民
事
法
律
扶
助
相
談
会

法
テ
ラ
ス
三
重

（
☎
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
４
７
０
）

　
法
テ
ラ
ス
三
重
（
日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
三
重
地
方
事
務

所
）
で
は
、
収
入
が
一
定
以
下

の
人
を
対
象
に
、
弁
護
士
に
よ

る
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
き　
７
月
14
日
㈭
、
13
時
～

ゲスト：三谷 結子さん
出演者の皆さん
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都
市
計
画
案
の
縦
覧

都
市
計
画
課

（
☎
21
―
５
５
９
１ 

 
21
―
５
５
８
５
）

　
市
の
都
市
計
画
を
変
更
す
る

案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

変
更
案
の
内
容　
伊
勢
都
市
計

画
下
水
道
の
変
更

縦
覧
期
間　
６
月
15
日
㈬
～
29

日
㈬

縦
覧
場
所　
同
課
・
各
総
合
支

所
生
活
福
祉
課
・
伊
勢
図
書
館

※�

変
更
案
は
期
間
中
、
市
の
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

意
見
書
の
提
出

　
変
更
案
に
対
し
て
意
見
が
あ

る
人
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

提
出
資
格　
市
内
に
住
所
を
有

す
る
人
お
よ
び
利
害
関
係
者

提
出
方
法　
６
月
29
日
㈬
（
必

着
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
・
意
見
を
記
入
（
様
式

は
自
由
）
し
、
直
接
・
郵
送
で

同
課
（
〒
５
１
６
ー
８
６
０
１

岩
渕
１
丁
目
７
ー
29
）
へ

に
、
時
間
を
延
長
し
て
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

と
き　
６
月
27
日
㈪
～
７
月
３

日
㈰
、
８
時
30
分
～
19
時（
土・

日
曜
日
は
10
時
～
17
時
）

相
談
電
話　
☎
０
１
２
０
ー
０

０
７
ー
１
１
０
（
全
国
共
通
）

※�

強
化
週
間
以
外
は
、
月
曜
日

～
金
曜
日
の
８
時
30
分
～
17

時
15
分
に
、電
話
・
面
談
で

　
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
27
日
㈪
～
７
月
３
日
㈰
は

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
５
９
―
２
２
８
―
４
１
９
３ 

 

０
５
９
―
２
１
３
―
３
３
１
９
）

　
平
成
27
年
中
に
法
務
省
の
人

権
擁
護
機
関
が
救
済
手
続
き
を

始
め
た
人
権
侵
犯
事
件
数
は
２

万
９
９
９
件
で
し
た
。

き
れ
い
な
川
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
に
補
助

環
境
課

（
☎
21
―
５
５
４
１ 

 

21
―
５
５
２
２
）

　
私
た
ち
の
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
生
活
排
水
は
、
未
処
理
の

ま
ま
放
流
す
る
と
、
川
や
海
、

身
近
な
水
路
な
ど
を
汚
す
大
き

な
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
し
尿
や
生
活
排
水

を
き
れ
い
に
す
る
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
を
推
進
す
る
た
め
、

設
置
し
た
人
に
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
対
象
な
ど
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

※�

補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
同
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
前
年
と
比
べ
る
と
７
１
９
件

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
学
校

で
の
い
じ
め
事
案
は
、
全
体
件

数
の
18・５
％
を
占
め
て
い
て
、

依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り

ま
す
。

　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
の
強
化
を
目
的

と
し
て
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

補助対象

対象地域

補助金額

　新築家屋に設置する場合または合併処理浄化槽を更新する場合

（２）下水道事業計画区域内に設置

５人槽 ７人槽 10 ～ 50 人槽
設置に対する補助金額 332,000 円 414,000円 548,000 円
既存単独処理浄化槽の撤去に対
する補助金額
（既存の単独処理浄化槽を掘り起こ
して完全に撤去する場合）

90,000 円

配管工事に対する補助金額 60,000 円

５人槽 ７人槽 10 ～ 50 人槽
補助金額 168,000 円 207,000円 276,000 円

５人槽 ７人槽 10 人槽
補助金額 110,000 円 138,000円 182,000 円

　補助の対象となる浄化槽は、法律や市の補助金交付要綱で規定さ
れた構造基準に適合し、次の要件を全て満たすものです。
◦�専用住宅や併用住宅（延べ床面積の２分の１以上が居住用である
こと）に設置をする浄化槽�
◦処理対象人員が５～50人槽の浄化槽

　市内全域（下水道または共同汚水処理施設が使用できる区域を除く）

　※新築・転換とも補助対象となります。

（１）下水道事業計画区域外に設置
　単独処理浄化槽または汲み取り便槽から転換する場合
　※ 単独処理浄化槽または汲み取り便槽の使用を廃止し、新たに合併処理浄化

槽を設置すること。（同一敷地内での住宅の建て替えに伴う転換を含む）

予算額　１億800万円（うち国・県補助金収入5,732万4千円）

合併処理浄化槽設置の補助対象など
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伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。
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夏だ！ 泳ごう！！
市営プール オープンのお知らせ
夏だ！ 泳ごう！！
市営プール オープンのお知らせ
　毎年、多くの人でにぎわう市内２カ所の市営プールが、今年もいよ
いよオープンします。暑い夏の日は、みんなで楽しくプールへ遊びに
行きましょう。 ※天候、水温、行事などにより、開放しない場合があります。

スポーツ課（☎22ー7891　 23ー8641）
やすらぎ公園プール（☎22ー0025）※開設期間のみ。

御薗 B&G海洋センター（☎・ 36ー4511）
やすらぎ公園プール 御薗Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
７月２日㈯オープン ７月９日㈯オープン

日 月 火 水 木 金 土

７
月

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 1 2 3 4 5 6

８
月

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

７
月

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 1 2 3 4 5 6

８
月

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

中学生以上 410 円

小学生以下 300 円

付き添い
（プールに入らない人） 100 円

ロッカー
使用料 100 円

市内在住の
高校生以上 100 円

市内在住の
中学生以下 無料

市外在住者 200 円

営業日時 営業日時利用料金 利用料金

■ 9:30 ～17:00
■ 9:30 ～16:00　■休業日

■  9:10 ～11:40
　　13:10 ～15:40　
■ 13:10 ～15:40
■ 休業日

※全て３時間までの料
金で、超過料金は１
時間ごとに 50 円で
す。（ロッカー使用料
を除く）

※回数券もあります。

予算額　1,787万８千円（うち入場料などの収入 405 万１千円）
入場者数　12,996 人（平成 27 年度）

予算額　3,164 万 3 千円（うち入場料などの収入 5 万円）
　　　　〔経常経費 141万 3 千円、改修工事費 3,023 万円〕
入場者数　2,693 人（平成 27 年度）

●小学生以下の子どもを対象にポイントカード制を実施し、来場５回目にアイスクリームをプレゼント！
（招待券で入場した場合は対象外）

●就学前の子どもが、入場時にやすらぎ公園プールチラシ裏面の塗り絵を提出すると、くじ引きで景品をプレゼント！
（チラシは、市内の幼稚園・保育所・子育て支援センター、プール窓口、スポーツ課、こども課で配布）

やすらぎ公園プール　　
イベント
情報

●流水プール・25m 競泳プール・幼児プール
●幼児プールは、プール用オムツでの利用　可
●衣類着用での利用　不可
※小学３年生以下の子どもは、保護者が

水着着用で同伴してください。

●25m 競泳プール・幼児プール
●プール用オムツでの利用　不可
●衣類着用での利用　不可
※25mプールを小学３年生以下の子どもが利用する場合、

保護者が水着着用で同伴してください。
※利用時はスイムキャップ（水泳帽）を着用してください。


